システムの臟と心 
コンフイグレ■シヨ:/ 


本装置がサポートしている内蔵タイプのオプションデバイスの増設方法やシステムが提供するを種機能の 
設定ち法について説 B 月します。 


内蔵オプションの取リ付け(^114ぺージ） . 

システム B の S のセ、ソトアップに口 UP ) 卜136ぺージ) 

リセットとクリア1日2ぺージ） . 

割り&みラインと I / O ポートアドレスト165ぺージ) 


内蔵オプションの取り付け-取り外し方法を説明 
しています。 

専用のユーティリティを使った B の S の設定ち法 
について説 B 月しています。 

リセ、ソトする方法と内部メモリに MOS ) のクリア 
方法じついて説 S 月します。 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明 
しています。 


R AID の〕ンフイグレーシヨント167ぺージ) 


本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスク 
アレイドライブとして運用するための方法につい 
て説明します。 











内蔵オプションの取り付け 


本体に取りがけられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載していまず。 

—"〇 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずび、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 
くだをい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは興社が指定ずる部品を使用してください。指定 1 U がの部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となりま 
ず 


安を上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために々のを意事項ををず守ってくだ 
さい。 



A® 
( g ) 戀 


装置をま全にお使いいただくために;欠のま意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがあります。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがをない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 

A 屋 
AA 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りくだをい。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引を出した状態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温ミち意 

A0 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け'取りかしの隐は静 
電気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• U ストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻きがけてください。手に人6ない場合は部品を触る前 
に塵体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようじして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床> またはコンクリートの上で作業を行いまず。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
巧った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を巧わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行って<ださい。 

一取り付け前に貴金属脂輪や腕輪> 時計など)をかしてください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に人れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は，静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

I — -〇 • トップカバーを取り外して準備ができた後、本体を持つときに PCI ライザーを持たない 
P 重马 でくだをい。 



• 電源 コードを本体か5取り巧した後、約己秒ほど待ってか5作業を続けてくだをい。 電 
源 コードを取りがしてか53 〜 ほどの間、マザーボード上の部品やリモートマネー 
ジメントカード ( RMC ) は動作を続けている場合がありまず。 RMC の動作が完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順について説明します。 

1. 0 S からシャツトダウン処理をずるか P 0 附 ER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ 
ミ肖な）じずる。 



P 0 附 ER スイッチ 


2 . 本体に巧続しているすべてのケープルおよび電源コードを取りかす。 
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トップカバーを取りがけるときは、トップカバーにあるフックと本体のフレームにある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


前面 



背面 



トップカバーの取り付け後、背面のネジで本体に固をします。 

1こ ネジが締めづらいときはトップカバーを本体に軽く巧し付けながら締めてください。 





























ラックに設置している場合 


本体をラックに設置している場合の手順について説明しまず。ラックからの取り外しは1人 
でちできますが、なるベ<複数をで巧うことをお勧めしまず。 



A ミち意 


屋 & 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。火傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引を出した状態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 


1 . フ□ントベセルを取り付けている場合はフ□ントベセルを取り外ずに章参照)。 

吕. 2章を参照して本体をラックから取り外し、じょうふ‘で平6なネ几の上に置く。 

| vK ) 圍 

I 本体を引を出したまま放置しないでください。必ずラックか5取り巧してください。 

3. 背面のネジをゆるめる （1 17ページの手順3参照)。 

4. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせてから持ち上げてください （117 ぺージの手順4参照）。 
トップカバーを取りがけるときは、118ページを参照して取り付けてください。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しをしまず。 

八ードディスクドライブ 

本体じは、最大2台の八ードディスクドライブを搭載することができまず。 


ディスクベイ2 



標準装備の八ードディスクドライブインタフェースはシリアル ATA でず。 

11-0 • 轉社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 

ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 A - ドディスクドライブだけでな 
く本体が故障ずるおそれびありまず。巧に示ずモデルをお買い求めくだをい。 

- N 81日 0-184(806 己、7,200 rpm 、 SATA ) 

• 異なるインターフェースの八ードディスクドライブを ミ 忌在して搭載ずることはでをませ 
ん。本装置がヴポートずるインタフェースはシリアル ATA のみでず。 

• 単体ドライブとして2台の八ードディスクドライブを搭載して運用ずることはできませ 
ん。標準装備のノ V — ドディスクドライブにノ V — ドディスクドライプを虐加ずる場合は、 
2台の八ードディスクドライブでディスクアレイを構築して運用しまず （ RAID 1)。 
RAID を構築するためには BIOS の rSATA RAID Enable 」 のパラメータを ! "DisableclJ 
か5 「 Enabled 」 に変更してください。 

また、標準装備の八ードディスクドライブの初期化などを巧うため、増設の前に大切な 
データのバックアツプを必ず行ってくだをい。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 

■- ここではディスクベイ1への取り付け手順を図で示していますがディスクベイ2への取り付 

けも同様の手順で行えます。 

1. へー ドディスクドライプ巧の大切なデータのバックアップをとる。 

バックアップについては1章を参照してください。 

己.11 日ページを参照して準備をする。 

3. ディスクベイに八ードディスクドライブを搭載している場合は，八ードディスクドライブにあ続 
しているケーブルをすべて取り外ず。 

4. ディスクベイを固をしているネジ2本を 
外す。 



已.ディスクベイを取り外ず。 

八ードディスクドライブが取り付けられ 
ているディスクベイを取り外ずときは落 
とさないように十分じを意してくださ 
い。 
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I チ I ッ列 

八ードディスクドライプとディスクペイの向きについて図を参照して磕認してください。また 
八ードディスクドライプとディスクペイにあるネジ巧が合っていることも磕認してください。 



w ■〇圍 

ネジは八一 


ドディスクドライブに添付のネジを使用してくださし、。 


8. ディスクベイをしっかりと持ち、本体の 
フックに個）をディスクペイの巧に通し 
て置き、前面へスライドさせる。 
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手順 3 で外したネジでディスクペイを固 
をずる。 


晉 



ディスクペイの取り付けの際に電源ケーブルなどを挟んでいないことを確認して<ださい。 



電源ケープルのコネクタにケーブルキャップが取り付け5れている場合は、取り列してくださ 
い。また、取り列したケープルキャップは大切に保管しておいてくだをい。 




• SATA に八ードディスクドライブの場合は接続ずるコネクタを確認してください。マザー 
ボード上の rSATAI 」 コネククじ接続したケーブルはディスクペイ1に取り付けた八ードディ 
スクへ、 「 SATA 2」 コネクタに接統したケープルはディスクベイ2に取り付けた八ードディ 
スクドライブへ接続します。 



マザーボード / \ 

SATA1 SATA2 

• 電源ケープルはインタフェースケープルの下を通るようにケープリングしてください。 

11 . 手順1と逆の手順で本体を組みなてる。 

12. 剧 0 S セットアップユーティリティを起動して、巨 IOS から八ードディスクドライブが正しく認識 
されていることを磕認する （143 ページ)。 

13. く標準装備の八ードディスクドライブじ新しい八ードディスクドライブを追力□した場合> 

「システム巨 IOS のセットアップ」を参照して SATA RAID の設をを有効(こし、手順14に進む。 

<標準装備の八 ー ドディ スク ドライブともう一台の八 ー ドディ スク ドライブのうちのどちらかを 
交換した場合> 

目章の 「 RAID の〕ンフィグレーション」を参照してディスクアレイの再構築（リピルド)を巧うにの 
場合は上で手順は完了でず)。 

14. 5章の r ディスクアレイコンフィグレーション」を参照して RAIDI のディスクアレイドライプを作 
成する。 

1 己.システムの再セットアップをする。 

詳しくは2章を参照してください。 

16. バックアップをとっていたデータをリストアずる。 

バックアップをとっていた場合はリストアしてください。詳しくは4章を参照してください。 
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取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外しまず。 

n-O • J \- ドディスクドライブ巧のデータについて 

取り巧した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や 
を業の経理情報など）が第兰者へ漏洩ずることのないよラにお客様の責任において確実 
に処分してくだをい。 

オペレーティングシステムのコマンドを使って削除しても、見た目は消去されたよラに 
見えまずび、実際のデータは八ードディスクドライブに書を込まれたままの: I 犬態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せ 
め用途に転用されるおそれびありまず。 

このよラなトラプルを回避ずるために巿販の消去用ソフトウェア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データの消まにつ 
いての i 羊細は、お買いホめの販売店または保守サービス会社にお問い含わせください。 

• 電源ケープルを取り巧ずときは、次の注意を守ってくだをい。 

-ケーブルをねじ 5 ない。 

-ケーブル部分を持って引っ張 5 ない。 

-コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 

• ディスクベイ2に取り付けていたノ V — ドディスクドライブを取りがしたまま使用ずる場 
合は、接続していた電源ケーブルのコネクタにケープルキャップをつけてください。 
ケープルキャップは出荷時に電源ケーブルに取り付け 5 れていたものでず（または付属 
品として添付されている場合もありまず)。 


1 . 11目ページを参照して準備をずる。 

2. 八ードディスクドライプ(こ接続しているケーブルをずベて取り外ず。 

3. 「取り付け」の手順4〜7を参照してディスクベイを取り外ず。 

4. 「取り付け」の手順8、9を参照して八ードディスクドライブを取り外す。 

已.八ードディスクを交換する場合は、八ードディスクドライブをディスクベイに取りがける。 

6. 「取り付け」の手順1日を参照してディスクベイを取り付け、ケーブルを接続ずる。 

7. 手順1と逆の手順で本体を組み立てる。 

8. ディスクアレイを構築している場合はリビルドなどの必要な作業を行う。 

詳しくは1目7ページを参照してください。 
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本体背面 


P 


© 


嫁 


°| 


回 


I 0=311 〇 =31 




マザーボード 


本体前面 


化荷時には 、 DIMM #1 に 
DIMM を搭載しています。 




• DIMM #4 
-DIMM #3 
-DIMM #2 
•DIMM #1 


DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体の マ ザーボード上の DIMM ソケットに取りが 
けまず。 

マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが4個あります。 

メモリは最大 4 G 巨まで増設できまず。 

■0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 

pmq 静電気を逃がしてか 5 DIMM を取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を 

素手で軸ったり、 DIMM を直接机の上に置いたりしないでくださし静電気に関ずる説 
明は11已ページで詳しく説明していまず。 

• 辟社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障ずるおそれがありまず。また、これ5の製 
品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 

また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 


□口口 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使巧しない場合で増設順をや増設単 
位が異なりまず。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用ずる場合 

次のを件を守って < ださい。 

一2枚単位で取リ付けて<ださい。 

-取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

-取り付けるス□、ソトはス□ツト1と3> または2と4を一組としてください（巧用する 
組に順をはありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 
メモ U モード 

スロット！ 

ス□ット2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例 1 

動作ずる 

256 M 巨 

DIMM (標準） 

(未措載） 

256 MB 

DIMM 

(未措載） 

例2 

動作する 

256 MB 

DIMM (標準） 

己に MB 

DIMM 

256 MB 

DIMM 

512 M 巨 

DIMM 

例3 

動作しない 

25目 MB 

DIMM (標準） 

己に MB 

DIMM 

256 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

25目 MB 

DIMM (標準） 

己に MB 

DIMM 

(未措載） 

512 M 巨 

DIMM 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 

1 . 11日ページを参照して準備をする。 

之. エアダクトの緑色のクリップ （2 個）を持 
ち上げて反時計回りじまわしてネジをゆ 
るめる 0 


p-Ol^ 

ドライバなどでネジを列ず必要はありません。クリツプを持ち上げて回ずとネジは外れまず。 
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I チ I ック I 

ケーブルをひっかけていないことを確認してください。 


4. 取りがける DIMM ソケットの両端じある 
レバーを左ちじ広げ、 DIMM をソケット 
にまっすぐ押し化む。 


キース〇ツト 

キー 

DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端す側には誤挿入を防止するための切り欠きがあり 
ます。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレパーが自動的に開じます。 

已.手順1で取り外した部おを取り付ける。 

I チェック I 

エアダクトを取り付ける際に次の点を磕認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品(こぶつかっていないこと。 

• 電源ユニット側にある電源ケーブルがエアダクトの上(こ配置されていないこと。 

目. DianaScope を使って管理 PC から、本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設した DIMM が巨 IOS から認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認ずる （147 ページ参照）。 

「DianaScope」 については EXPRESS 巨 UILDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参 
照してください。 

7. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 【こずる。 

)\- ドウェアの構成情報を更新ずるためでず。詳しくは146ページをご覧ください。 

8. BIOS セットアップユーティリティの設定を保をして終了ずる。 

江 DianaScope を終了する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す塌合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 11目ページを参照して準備をする。 

2. エアダクトをまっすぐ持ち上げて取り外 
ず。 



ケーブルをひっかけていないことを殖認してください。 


3. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左右にひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外せま 
ず。 



システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


129 


4. 手順 1 と 2 で取り外した部品を取り付ける。 

エアダクトを取り付ける際に次の点を確認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品じぶつかっていないこと。 

• 電源ユニット側にある電源ケーブルがエアダクトの上に配置されていないこと。 



己. DianaScope を使って管理 PC から、本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設した DIMM が巨 IOS から認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認ずる （147 ページ参照）。 

「DianaScope」 じついては EXPRESSBUILDER(SE)CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照 
してください。 

目. 「AcK/anced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 じする。 

J \- ドウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは14目ページをご覧ください。 

7. 古な障した DIMM をを換した場合は、 「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で、 
「Memory Retest」 を 「Yes」 にする。 

エラー情報をクリアずるためです。詳しくは147ページをご覧ください。 

8. BIOS セットアップユーティリティの設定を保ちして終了ずる。 

9. DianaScope を終了する。 
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PC I ボード 


本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
ボードを取りがけることのできるス□、ソトが2個ありまず。 

n-O PCI ボードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードお 
よびライザーカードの端子部分やポードに実装をれている部品の信号ピンに軸れたり 、 PCI 
ボードおよびライザカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明 
は11己ページで詳しく説明していまず。 


ライザーカード 

PCI-X#2 側 I PCI-X#1 側 






ス □ ツト（バス A) 





PCI-X#1 

PCI-X# 吕 


型名 

部品名 

PCI ス□ット 

64bit / 巨巨 MHz 

64bit/66MHz 

備考 

ス□ットサイズ 

Low Profile 

Full Height 



PCI ボードタイプ 

3.3V 

3.3V 




搭載可能なボードタイプ 

MD 吕 

シヨー ト 


N 8104 -11 己 

TOOOBASE-T 接続ボード 

O 

- 

いずれか 1 枚のみ搭載 
巧。 

N8 104- 109 

1000 巨 ASE-SX 接続ボード 

O 

- 

N8191-07 

に M 巨コネクタ 

- 

〇 
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取り付け 

次の手順に従って PCI ボー ドス□、ソトに ボー ドを取り付けます。 


^ PCI ポードを取りがけるときは，ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネクタお 
：!犬が合っていることをお認してください。 

I H -0 本装置に取り付けることので走る PCI ボードはシヨートタイプのみでず。□ングタイプは取 
り付けることびでをません。 


1 . 11目ページを参照して準備をずる。 

2. ライザーカードを固をしているネジ1本 
を外ず。 



3. ライザーカードの両端を持ってまっすぐ 
持ち上げて本体から取り外す。 



4. ライザーカードからネジ 1 本を外し、 
設ス □、ソ トカバーを取り外ず。 


増 



% 


I w-oim 

I 取り夕+した± 


た増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


已.ライザーカードに PCI ボードを取り付け 
る。 

ライザーカードの ス□、ソ ト部分と PCI 
ボードの端子部分を合わせて、磕実[こ差 
し込みます。 





ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている電子部品の信号ピン 
には触れないでください。ミちれや油が付いた状態で取り付けると誤、動作の原因となります。 

うまくボードを取り付け6れないときは、ボードをいったん取り巧してか!5取り付け直して 
くだをい。ポードに過度の力を加えると PCI ポードやライザーカードを破損ずるおそれがあ 
りまずのでま意してください。 




PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム巧に差し込まれていることをお認し 
て < ださい。 


6 . PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 



フル A イト側 
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7. ライザーカードをマザーボードのス□、ソ 
卜(こ接続する。 

ライザーカードの端子部分とマザーボー 
ド上のス□、ソト部分を合わせて、確実に 
差し込みまず。 



I チ I ック I 

差し込む際にライザーカードのフレームじある、置体フレームに引っかけるための、ソ^が正し 
く勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、図のようじライザーカードの 
フレームを指で押し、ライザーカードの端子部分が完全に見えなくなるまで押し込んでくださ 
し ' 'd 


8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. DianaScope を使って本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、 「Advanced」 メ 
ニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは146ページをご覧ください。また、必要 
に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどうかを確認してください。 

DianaScope じついては EXPRESSBUILDER(SE)CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照し 
てください。 
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取り外し 

ボードの取りかしは、取り付けの逆の手順を巧ってください。 

ボードをしっかりと持って取りかしてください。 また 、取りかしの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取りかしを巧ってください。 

H-O PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを抜くと走は、コネ 
クタのツメが手では巧しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使巧してツメを巧 
して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポートを 
破損しないよ5十分にミ主意してくだをい。 

ボードを取りかしたまま運巧する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□、ソ 
トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固定してください。 

I H-O ボードの取り列しや交換-取り付けス□ットの変更をした場 S ホ、 DianaScope を使って 
本装置の BIOS セットアップユーティ U ティを起動して、 rAdvancecU メニューの 「Reset 
Configuration DataJ を 「 Yes 」 にして、 A - ドウエアの構成情報を更新してください。 
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システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設をち法じついて説明します。 

導入時やオプションの増設/取りかし時にはここで説明する内容をよく理解して，正しく設定して<ださ 
い。 



SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。 このユーティ 
リティは本体内のフラッシュメモリに標準でインス I ルされているため、専届のユーティ 
リティなどがな<ても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設定していまずのでほとん 
どの場合において SETUP を使用するあ要はありませんが，この後に説明するような場合な 
どを要に応じて使届してください。 

M-0 • SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）び巧ってください。 

Dfca • SETUP では、パスワードを設定ずることびでさます。パスワードには、 
にリロ61"乂15〇りと 「User」 の吕つのレベルびありまず。にリロ61"乂15〇りレベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、ずべてのI頁目の変更びできまず。 「SupervisorJ の 
A ‘スワードび設定されている場合、 「User」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できるI頁目び限5れまず。 

• 0S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージョンびインストールされていまず。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びありまず。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照ずるか、な守ヴービス会社に問い合わはてください。 
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起動と操作には rOianaScope 」 をインストールしたコンピュータ（管理 PC ) がを要です。詳し 
くは EXPRESSBUILDERG 已 CD - ROM 巧のオンラインドキュメントを参照してください。 
本体の電源を ON にすると管理 PC のディスプレイ装置の画励こ POST (Power On Self - Test ) 
の実行内容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してくださ 
い。 

しばらくすると、次のメ、ソセージが画面左下に表示されます。 

Press <F2 > to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 

ここで < F 2> キーを押すと、 S 口 UP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを人力する画面が 
表示されまず。パスワードを人力してください。 

Enter password:[ ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を 0 FF 1 こしてください。 

^P： パスワードには、 「Supervisor」 と 「User」 の2種類のパスワードがあります。 「Superoisor」 で 
は、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「User」 では、確認できる設をや、変更できる設赴こ制限があります。 
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キーと画面の説明 


管理 PC のキーボード上の次のキーを使って SETUP を操作しまず（キーの機能については、 
画面下じち表示されていまず）。 


サブメニューが 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup U 



現在表示しているメニューを示す 


設定項目 


* System Management 

► Console Redirection 

► Event Log ConTiauration 

Assert NMI on SERR : 
FRB-2 Policy: 

Monitor: 
f Boot monitor Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause : 
AC-LINK : 

Power On Delay Time: 
Platform Event FiLterinq 


Item Specific Help 


[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
UDisabLed] 
ERerty 3 Times] 
EEnab^d] 

HIRQ 1) 
[Enabled: 

[Last Sta 

C 0 ： 

[Enabled] 


Additional setup menu to 
view server managment 
features. 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 




-/ + Change 、 
Enter Select I 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーの機能説明 


パラメータ（選がすると文字が反おする） 


□ 力ーソルキ ー( t . i ) 

画面に表示されている項目を逞択します。文字の表示が反転している項目が現在違択さ 
れています。 

□ カーソルキー（^、^) 

Main や Advanced 、 Security , Server > Boot , Exit などのメニューを達択しまず。 

□ <一>キー/<+> キー 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュ ー( 項目の前に「►」がつい 
ているもの）を選択している場合、このキーはおタカです。 

□ < Ente 「> キー 

選択したパラメータのまをを行うときに押します。 

□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 ExiU メニューに進みます。 

□ < F 1> キー 

SETUP の操作でわか6ないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されまず。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータじ戻します地荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

□ 才10>キー 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 


138 












設定例 


次にソフトウ X アと連携した機能や，システムとして運用するときにあ要となる機能の設定 
例を示しまず。 


曰付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできまず。 

「Main」 一 「System Time」 （時刻の設定:） 

「Main」 一 「System Date」 （日付の設定:） 

■i 宣巧お^ 结語 pI 画 

「 ESMPR 日/ ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

rAdvancedJ^rAdvanced Chipset ControlJ^fWake On LAN/PMEJ^fEnableclJ 
r ServerJ^r AC-LINKJ^f StayOffJ 


八ードディスクドライブ関連 


J \- ドディスクドライブの状態を確認ずる 

「Main」 一 「Serial ATA Channel 0 Master/Serial AT A Channel 1 Master」 一表示を磕認ず 
る 

シリアル ATA 八ードディスクドライブで RAID を組む 

「 Advanced 」 一 rSATARAID Enable 」 一 「 Enable 」 一再起動後、 RAID のコンフィグレーシヨン 
をする （1 目7ページ参照） 

I H-O 「Load Setup Default ! や CMOS クリアを行った場合は必ず、に nabled 」 に設定を戻して 
ください。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動ずるとノ V — ドディスクドライブのデータが壊れ 
る場合がありまず。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を日 N させる 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Power On」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままじする 
「 Server」 一「 AC-UNK」 一「 StayOffJ 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「目〇〇り^起動順序を設定ずる 

POST の実行内容を表示ずる 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

コンソール端末か5制御ずる 

「Server」 一 「Console Redirection」 一それぞれの設定:をずる 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を磕認ずる 

画面Iこ表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のように対 
応していまず。 


口 




• DIMM #4 
-DIMM #3 
-DIMM #2 
•DIMM #1 


本体前面 


>「11\/〇」^再起動する 



本体背面 


っ 


。图 


回 


— 





U 




〇 



〇 


マザーボード 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「AdvancecU^rMemory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yf 
く Eriter>+ —-^再起動するとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行ずる 

rAdvanced」一*f Memory Configuration」 一 「Extended RAM btepj 
と詳細テストを実行ずる 


メモリ関連 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

「Main」 一 「processor Settings」 一 「Processor 1 CPUID」 一表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリアずる 

「Main」 一 「Processor SettingsJ^fProcessor Retest」 一「丫 es」 一再起動ずるとクリアされ 
る 


キーボード関連 


Numlock を設定ずる 

r AdvancedJ^rNumLockJ^r Off (起動時に無効) /On (起動時に有効)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「Server」 一广 Event Log Configuration」 一 「Clear All Event Logs」 一く Enter>4^ — ^ 再起動 
するとクリアされる 



Bl 日 S レベルでのパスワードを設定ずる 

「Security」 一 rSet Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

「Security」 一 rSet User Password」 ーパスワードを人力する 

管理者 パスワー ド (Supervisor) 、 ューザーパスワー ド （User) の 順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


が付け周辺機器に巧ずる設定をずる 

rAdvancedJ^rPeripheral Configuration」^ それぞれの磯器に対して設定:をする 


内蔵機器関連 


本体内蔵のコント□ーラに巧ずる設定をずる 

rAdvancedJ^rAdvanced Chipset Control」 一 「PCI Device」 一それぞれのデバイス I こ対し 
て設定をずる 

取り付けたオプションの PCI ボードの ROM 展開を有効にずる。 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM(n : ス□、ソ ト番号)」一 
「Enabled」 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（内蔵機器の取り付け/取りがしの後） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 イ Yes」 
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設定内容のセーブ関連 


— ~〇 本体標準装備の HostRAID を使用してシ U アル ATAA — ドディスクドライブをディスクア 
胃 g レイで使巧している場合は必ず、 「 Advanced 」 メニューの ！ "SATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してくだをい。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動ずると A - ドディスクド 
ライプのデータが壊れる場合がありまず。 

BIOS の設定内容を保巧して終了ずる 

「Exit」 イ Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了 

「Exit」 イ Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻ず 

「Exit」 イ Load Setup DefaultsJ 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を巧をずる 

「Exit」 一 「Save Changes」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがありまず。 

• Main メニュ ー 

• Advanced メニュ ー 

• Security メニュ ー 

• Server メニュ ー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きまず。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択してく Ente「> キーを押ずとサブメニューが表示されまず。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM;SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

フ□、ソピーディスクドライブ（標準装 


360 Kb 已 1/4 

1.2 MB 51/4 

720 Kb 31/2 
[1.44/1.25MB 31/2] 

2.88 MB 31/2 

借）の設定をします。 

Legacy Diskette 巨 

|；Disabled] 

本装置には2台目のフ□、ソピーディスクド 


360 Kb 已 1/4 

ライブはありません。化荷時の設定のま 


1.2 MB 51/4 

720 Kb 31/2 

1.44/1.25MB 31/2 

2.88 MB 31/2 

まじしておいて < ださい。 

Hard Disk Pre-Delay 

脚 sabled] 

POST 中にネリめて巧廚の IDE 八ードディス 


3 Seconds 

クドライブじアクセスずる際に八ードデ 


6 Seconds 

ィスクドライブの準備のための待ち時間 


9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

を設定しまず。 

Primary IDE Master 

— 

それぞれのチャネルじ接統されているデ 

Primary IDE Slave 


バイスのタイプを表示します。 

Secondary IDE Master 


シリアル ATA じ接統されたデバイスの情 

Secondary IDE Slave 


報は Primary IDE のエリアに表示されま 

Serial ATA Channel 0 


ず。 

Master 


一部設定を変更できる項目がありまず 

Serial ATA Channel 1 


が、化荷時の設定のままじしておいてく 

Master 


ださい。 

Processor Settings 

— 

サブメニューを表示します。次ページを 
参照してください。 

Language 

忙 nglish(US)] 

Francais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


P-0 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているかおず確認してください。 
胃导巧のを件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調璧をしてくだをい。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件(温度：10で〜3已で-湿度： 2096〜80%)か目外れた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求ずる 
よラなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用ずるこ 
とをお勧めしまず。 

システム時計を調整しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買いホめ 
の販売店、または保守ヴービスをなに保守を依頼してください。 




Processor Settings 

Main メニュ ーTTProcessor Se 打 ings」 を選択ずると、 J:>( 下の画面が表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □セ、 ソサの エラー 情報をクリアし、次 
◎起動時にすべてのプ □セ、 ソサ(こ対して 
テストを巧いまず。このオプションは次 
◎ 起動時に自動的に「 1\1 〇」に切り替わり 
まず。 

Processor Speed 

nnn GHz 

プ □ セ、ソサの動作周汲数を表示しまず 
( 表示のみ）。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプ □ セツサの ID を示しま 
ず。 「 Disabled 」 はプ□セツサの故障を 
示します（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プ □ セ、ソサのニタ丰 ャツ シュサイズを表 
示します（表示のみ）。 

Hyper-Threading 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論 SCPU としてみ 

Technology 

Disabled 

せて動作させる機能でず。 Enabled (こ設 
をすると 1 つの CPU が 2 つに見えます。 

ミま： Hyper-threading Technology 
は、 Hyper-threading Technology [こ対応 
した CPU を搭載した場合のみ表示ぎれま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「AcK/anced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 


項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく En おにキーを押ずとサブメニューが表 
示されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 


;Help 


► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► PeripheraL Configuraion 

► Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Screen : [Disabled] 

Reset Configuration Data : [No] 

NumLock : [Off] 

Memory/Processor Error : [Boot] 

SATA RAID Enable : [Disabled] 

Multiprocessor specification : li.4] 


Additional setup 
menus to configure 
Memory devices. 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


Change Va Lues 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic Screen 

Enabled 

起動時の自己診断 （ POST ) の実行画面 


[ Disabled ] 

を表示させるか、表示させないかを設定： 
しまず。 「 Disabled 」 じ設定ずる 
と、 POST の間、 「 NEC 」 □ゴが表示さ 
れまず。（ここ でく Esc > キーを押す 
と POST の実ち画面 (こ 切り替わりま 
す。） 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶してい 


Yes 

るシステム情報）をクリアずるときは 
「 Yes 」 じ設定します。システムの起動禮 
じこのパラメータは rNoJ じ切り替わり 
まず。 

NumLock 

[ Off ] 

システム起動時に Numlock の有効/無》力を 


On 

設定しまず。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

POST 中にメモリや CPU のエラーを横化 


Halt 

したときじ POST を中断ずるかどうかを 
設定します。 

SATA RAID Enable 

|； Disabled ] 

オンボード上の SATA インタフェースを 


Enabled 

使った八ードディスクドライプの RAID 
(ディスクアレイ）の有効/無効を設をし 
まず。本装置では八ードディスクドライ 
ブを増設する場合は、'必ず 「 Enabled 」 に 
設定を変更する'必要がありまず。 

を：異なる設をで SATA 八ードディスク 
ドライブからお動するとデータが壊れる 
おそれがあります。 

Multiprocessor 

[1.4] 

マルチプ□セ、ソサ仕様で巧応ずるバージ 

Specification 

1.1 

ヨンを選択します。 


[]： 出荷時の設定 



















Memory Configuration 


Advance が二: 
ず。 


-で 「Memory Configuration」 を選択すると、と又下の画面が表示されま 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

System Memory 

— 

本体内蔵の基本;モリ容量を表示します 
(表示のみ）。 

Extended Memory 

— 

本体に内蔵された拡張メモリの総容量を 
表示しまず（表示のみ）。 

DIMM Group #1 - #4 Status 

Normal 

Not Installed 

Disabled 

DIMM の状態を表示します（表示のみ）。 
「 Normal 」 は DIMM が取り付けられてい 
て、正常であることを 、 「Not 

Ins ほ lied 」 は DIMM が取り付けられていて 
いないことを示します。 「 Disabled 」 

は DIMM が故障していることを示します。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実巧ずるか 
どうかを設をします。 

Extended RAM Step 

1 MB 

[ Disabled ] 

拡張メモリに対するテストを実行ずるか 
どうか、および実巧する際のブ□、ソクサ 
イズを設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 


Advancedp< ニユ ーTTPCI Configuration」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前についているメニューは、選択してく Enter> キーを押すとサブ六ニューが表示 
されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded NIC (Gbit #1) 

► Embedded Video Controller 

► Embedded NIC (Gbit #2) 

PCI Slot 1Option ROM : [Enabled ： 

PCI SLot 2 Option ROM : [Enabled ： 

Additional setup menus 
to configure embedded 

CSA LAN controller. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項 目 

バ ラメータ 

説明 

PCI Slot 1 Option POM 

PCI Slot 2 Option POM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□、ソト[こ接続されているデバイス 

OK — ド）[こ搭載されている巨 IOS の有 
効/無効を設ちずるサブメニューを表示し 
ます。オプション ROM 巨 IOS を搭載し 
た LAN コント□-ラボードを使用してい 
て、このボードからネットワークブート 
をしないときは 「 Disabled 」 [こしてくだ 
さい。オプション ROM の展開を無効にす 
ることにより、メモリの消費を防ぎ、起 
動時闇を短縮させることができまず。 


[]： 出荷時の設定 


Embedded N に （Gbit #1) 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard CSA LAN Co 怖 ol 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□-ラの有効/ 


Disabled 

無効を設定しまず。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 IOS 


Disabled 

の展請の有効/お巧を設をずるサブメニュ 



一を表示しまず。 


[]： 出荷時の設定 



















項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のグラフ イツ クスコント □ 

ーラの有効/無タカを設をします。 


[]: 出荷時の設定 


Embedded N に （Gbit #2) 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard KENAI Control 

[ Enabled ] 

オンボード上の KENAI LAN コント□-ラ 


Disabled 

の有効/お効を設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上のネットワークコント□一 


Disabled 

ラの BIOS の展開の有効/無効を設定ずる 
サブメニューを表示します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Corm 呂 uration 

Advanced^ ニュ ーXTPeripheral Configuration」 を選択すると、 J：i 下の画面が表示されま 
す。 



項目については次の表を参照してください。 

I H-O 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないようにミち意してください。設定した値が他 
のリソースで使用されている場合は黄をの「*」が表示されまず。黄色の「*」び表示されて 
し、 る項目は設定し直してください。 


Embedded Video Controller 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A を使用するかどうかを指 
定します。 

Base I/O Adress 

に F 引 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A じ割り当てる I/O アドレ 
スを指定しまず。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを 
指定します。 

Serial Port 巨 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート巨を使用するかどうかを指 
定します。 

Base I/O Adress 

3F8 
に F 引 

3E8 

2E8 

シリアルポート巨に割り当てる I/O アドレ 
スを指定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巨に割り当てる割り込みを 
指定します。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートを使用するかどうかを指 
定します。本装置では機能しません。 

Mode 

— 

パラレルポートじ割り当てるモードを指 
定しまず。本装置では機能しません。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効/無タカを設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

US 巳機器の有タカ/無効を設をします。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 巨を正式にサポートしていない 0S で 
も USB キーボードが使用できるようにす 
るかどうかを設定しまず。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効/無巧を設をします。 


[]: 出荷時の設定 




Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、 J : 尸 F の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメ 
ニューが表示されまず。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオ 


[ Enabled ] 

ン機能の有効/おタカを設をします。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

シリアルポートを介したリモートパワー 


Enabled 

オン機能の有効/無巧を設定しまず。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

リアルタイムク□ックを利用したスケジ 


Enabled 

ユーリングパワーオン機能の有効/無タカを 
設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Device 


Advanced メニユーの 「Advanced Chipset Control」 で「ドロ Device」 を逞択すると、 W 下の 
画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 



項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI IRQ line 1〜2 

Disabled 
[Auto Select ] 

IRQ 3 

IRQ 4 

IRQ 5 

IRQ 6 

IRQ 7 

IRQ 9 

IRQ 10 

IRQ 11 

IRQ 12 

IRQ 14 

IRQ 15 

PC ! パスじある 2 本の割り込み信号をど 
の IRQ リクエストに割り当てるかを設定し 
まず。 
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Security 

カーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is : 


Item Specific Help 

Clear 

Supervisor Password 

Supervisor Password Is : 

Set User Password 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

controls access to the 

setup utility. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Floppy Write Protect : 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values 巧 Setup Defaults 

Esc Exit ■• * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F1D Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押ず 
とパスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

11 -〇 • 「User Password ! は 、 「Supervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 

E 重3 ん。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、「リセットとクリア」を参照して消去してくださ 
い。 

各項目については次ページの表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示しまず。 

Supervisor Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示しまず。 

Set User Password * 

7 文字までの奠数字 

く Enter > キーを巧ずとユーザーのパスワー 
ド入力画面じなります。このパスワード 
では SETUP メニューへのアクセスが制限 
されまず。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの奠数字 

く Enter > キーを押ずとスーパーバイザのパ 
スワード入力画面じなります。このパス 
ワードですベての SETUP メニュー[こアク 
セスできます。この設定は、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor 」 で□グオンしたときのみ 
設定できまず。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 
いの設定をしまず。先にスーパーバイザ 
のパスワードを設定する'必要がありま 
す。もし、スーパーパイザのパスワード 
が設定されていて、このオプションが無 
効の場合は BIOS はユーザーが起動してい 
ると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

八ードディスクドライブのブートセクタ 
への書き込みを許可ずるか禁止ずるかど 
うかを設定します。 

Floppy Write Protect 

|； Disabled ] 

Enabled 

フ□、ソピーディスクドライブじセットし 
たフ□、ソピーディスクへの書き込み権限 
を指定します。 


冷 に et Supervisor Password 」 でパスワードを登録したときに指定できます。 


[]: 出荷時の設定 




S 白 rv 白广 

力ーソルをに erver」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、違択して <Ente「> キーを押ずとサブメニューが表示されます。 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FR 巨レペル2のタイマに蘭ずる設定をし 
まず。 

Boot Monitor 

[ Disabled ] 

5 Minutes から 

60 Minutes の 5 分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウト 
までの時間を設定します。この機能を使 
用する場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインス 1ル 
していない 0 S から起動ずる場合じは、こ 
の機能を無効にしてください。 

Boot Monitor Policy 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 

Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場 
合の処理を設をします。 

[Retry 3 Times ] に設定すると、タイムア 
ウトの発生後にシステムをリセット 
し、 0 S 起動を3回まで試行します。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイ 
ムアウト発生後にシステムをリセット 
し、 0 S 起動を3回まで試行します。その 
後、サービスパーティション*か5起動 
を3回試み、3回とも失敗した場合は起動 
を停止しまず。 

[Always Reset ] (こ設をすると、タイムア 
ウト発生後(こ 0 S 起動を常に試みまず。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設走し 
まず。有効(こすると、温度の異常をお化 
した攝含に POST の終わりでいったん停 
止します。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

巨 MC 割り込みの IRQ を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際 
に、 POST の終わりで POST をいったん 
停止ずるかどうか設定しまず。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定しまず。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
状態を設をします（下記参照）。 

Power On Delay Time 

[0] - 255 

DC 電源を ON じずるディレイ時間を0砂か 
ら255秒の間で設定:しまず。 AC - UNK で 
「Last State 」 または 「 Power 加」（こ設 
定している場合に有効となりまず。 

円 atform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード （ RMC ) 

の通報機能が設をされている攝合は、意 
巧を持ちません。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示しまず。 


AC 電源 OFF の前の:!犬 態 

sni み 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も饼愤とき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF * 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF にします。 


pi： • 無停電電源装置 （UPS) を接続する場合は、 「Power On」 に設をします。 

「ヒント I • UPS に接続している場合も10秒が上経過してから ON になるようにスケジューリングの 
設ををしてくださし、。 





















System Management 

Server メニュ ーTTSystem Management」 を選択し、く Ente「> キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

巨 IOS のバージョンを表示しまず（表示の 
み）。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します 
(表示のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示しま 
す（表示のみ）。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します（表示の 
み）。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示しまず（表示 
のみ）。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device ID 


BMC(Baseboard Management 

Controller) のデノ '(イス ID を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller) デバイスのレピジョンを表示 
します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller) ファームウエアのレビジョン 
を表示しまず（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR(Senso「Data Record) のレビジョン 
を表示しまず（表示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area) のレビジ 
ョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection 


Server ニュ ー TTConsole Redirection 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すと、下の画面が 
表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit • • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

IlDisabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

コンソール端末が巧統されているシリア 
ルポートを設定しまず。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

OS 動作中(こ使用ずるコンソール端末が接 
続されているシリアルポートを設定しま 
ず。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端末との通信速度（ボーレー 
卜）を設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS / RTS+CD 

フ□一制御のちまを設をします。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[^ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端末か6リセツトコマンドの 
有効/無効を設定しまず。 


[]： 化荷時の設定 



















EventLog Configuration 


Server メニユーで 「Event Log Configuration」 を還択し、 <Ente「> キーを押すと > W 下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear all Event LogsC^^^Q] 

The system event log 
will be cleared if 

selecting "Yes". 


F1 Help ! i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit • • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Log 

Enter 

< Ente 「> キーを押すとお認画面が表示さ 
れ， 「 Yes 」 を還ぶと保をされている 
エラー□グを巧期化しまず。 
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Boot 


カーソルを 「BooU の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 



システムは起動時にこのメニューで設走した順番に機器をサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >キー/< I >キー、<十>キー/<一>キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

さ■機器の位置へ< T >キー/< i >キーで移動させ、<十>キ ー/<— >キーで優先順位を変更でき 
まず。 

I — ~〇 EXPRESS 日 UILDEFKS 曰やバックアップ CD - ROM を起動ずる場合は、上図に示ず順を 
に設定してください。 








Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



この;< ニューの各オプションについてこ説明します。 

• Exit Savin 旨 Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保有して SETUP を終わらせる時に、この項目を 
選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 
「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS^ モリ巧に保存して SETUP を終了し、シス 
テムは自動的にシステムを再起動しまず。 

• Exit Discarding Changes 

新た I こ選択した内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終わらせたい時にこの項 
目を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終 
わらせ、システムは自動的にシステムを再起動します。 「Yes」 を選択すると変更した巧 
容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動 
します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択しまず。 Load 
Setup Defaul なを違択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択ずる 
と、デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択ずると Exit メニューの画面に戻りまず。 

—"〇 このオプションを実行ずると、 「 Advanced 」 メニユーの rSATA RAID Enabled 」 が 
pmq 「 DisabledJ に設定されまず。 SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用 
している場含は、 SETUP をお了ずる前に 「 Enabled 」 に変更し、設定の客を保存してくださ 
し、。設定を変更せずに再起動ずると八ードディスクドライブのデータを壊ずおそれがありま 
ず。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動ずるじ(前の設をに戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保ちし、 SETUP を続けまず。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや B の S で設定した内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


IJ セツ 


0S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ctrl> キーとく Alt> キーを押しながら、 

く Delete> キーを押してください。リセ、ソトを実行します。 

I H-O リセットは、本体の DIMM 巧のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいまず。 
胃司 八ングアップしたとをむがでリセットを巧うときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してくだをい。 


巧制電源日 FF 


OS からシャッ トダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFR こなります。 
(電源を再び ON にするときは、電源 OFF か6が)10秒ほど待っ てせ 6電源を ON にしてくださ 
い。） 

I M-0 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起動 
をせ、正常な方まで電源を OFF にしてください。 
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次にクリアする方法を示します。 




忘 


AA 

A® 

( g )® 

€ 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ W 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解*修理*改造はしない 

• リチウムバッテリを取り巧をない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


CMOS メモリに保をされている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーシヨン 
ジャンパスイッチを操作して行いまず。 

n-O • CMOS メモ U の内容をクリアずると BIOS セットアップユーティ U ティの設定内容がず 
ベてデフォルトの設定に戻りまず。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作の原因となりま 
ず。 

• CMOS メモ U の内容をク U アずると、日 IOS SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 
メニューの rSATA RAID Enabled 」 び rDisabledJ に設定されまず。 SATA 内蔵パー 
ドディスクドライブをディスクアレイで使巧している場合は、 CMOS メモリのクリア 
を 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を rEnabled 」 に変更し、設定 
内容を保存してください。設定を変更せずに起動ずると"ードディスクドライプのデー 
夕を壊ずおそれがありまず。 
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A\ 

/h\ 

A0 


A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために;欠の注意事項をおずお守りください。义傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負5おそれがありまず。詳しくは、 Mi ぺージ 
な降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 


巧; 血?まぉ 

装置を引を出した状態にしない 
指を挟まない 
局ミ mi 注点 

ラックが不を定な状態でデバイスをラックか6引き出をない 
複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 


P -0 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに細れて身 
胃司体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部品の端子部分を素手で触5 
ないでください。静電気に関する説明は11已ページで詳しく説明していまず。 

1 . 11目ページを参照して準備をずる。 

2. ジャンパスイッチの設定を r 保持」かクリア」じ変更ずる。 

• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようま意してくだをい。 

3. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻ず。 

4. 本体を元どおりに組み立てて P 0 机 ER スイッチを押す。 

己. POST 中に < F 2> キーを押して BIOS セツトアップユーティリティを起動して設定し直ず。 


I チ I ッ列 

SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は 、 BIOS SETUP 
ユーティリティの 「 Advanced 」 メニューの rSATA RAID Enabled 」 がに nabled 」 になっているこ 
とを'必ず確認してください。 「 Disabled 」 のまま起動すると八ードディスクドライブのデーろを 
壊すおそれがあ y ます。 




割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り&みライン 

化荷時では、次のようじ割り当て6れています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□—ラ） 

■■ 

システムクイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

— 

キーボード 

9 

PCI 


カスケード接続 

10 

PCI 

圓 

COM 己シリアルポート 

11 

PCI/BMCIRQ 

■■ 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 


PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

— 

フ□ッピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

化荷時では、 Auto Detect に設定されています。 PCI ス□ットに IRQ を化のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設を例のように設定を変更してください。 


メニュー頂目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN 1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN 2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

US 巳 Port 1/2 

IRQ 己 

PCI IRQ 5 

PCI ス□、ソト #1 

IRQ 10 

PCI IRQ 6 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

US 巳 Port 3 

IRQ 己 
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• I / O ポートアドレス 


アドレス *1 

使用チップ* 百 

00 -OF 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコント□-ラ1 

2 E -2 F 

S - I / O コンフィグレーション 

40-43 

タイマ！ 

4 E -4 F 

( S - I /0 コンフィグレーション 2) 

60 

丰ーボード/マウス 

61 

ノンマスカブルインターラプト 

64 

丰ーボード/マウス 

70-73 

リアルタイムク□ック、ノンマスカブルインターラプト 

80-8 F 

DMA 1、 DMA 2 

92 

ポート92 

A 0- A 1 

割り込みコント□-ラ2 

巳2-巨3 

アドバンストパワーマネージメント 

C 0 -D 

FDMA コント□-ラ2 

F 0 

コプ□セッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フ □、ソ ピーディスクコント□-ラ 2) 、 IDE コント□-ラ2 

3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ□、ソピーディスクコント□-ラ1、10£コント日ーラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

4 D 0-4 D 1 

割り込みコント□-ラ1、2 

CA 2- CA 7 

ベースボードマネージメントコント□ーラ ( BMC ) 

CF 8 -CF 巨 

PCI コンフィグレーションアドレス/リセ' ソ トコント□ール 

CFC-CFF 

PCI コンフィグレーションデータ 


-1 1目進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PC 1 デバイスの種類や数によって任意に設をされます。 




RAID のコンフイクレーシヨン 

ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運庙ずるための方法につ 
いて説明しまず。 

I n-O マザーボード上の SATA インタフェースに接続をれている八ードディスクドライプに巧ずる説明でず。そ 
れ ly 州まコントローラに接続している八ードディスクドライプに巧しては設定できません。標準装備の八一 
ドディスクドライブはマザーボード上の SATA インタフェースに接続されていまず。 


ヴポートする RAID について 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□—ラを使用してディスクアレイ （ RAID 1) を 
構築することができます。 

構築にあ、要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブ (2 台)のみです。 

• RAIDO (ストライピング）[本装置ではサボートしていません] 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。2つの八ードディスクドライブへ処理を分散させることに 
より八ードディスクドライブ単体で巧用しているときに比べディスクアクセス性能を向 
上させることができまず。 

M-O • データを吕台のけードディスクドライプに分•勘して記録しているためアレイを構成して 
いる A- ドディスクドライプび1台でち故障ずるとデータの復旧はでをません。 

• アレイの論理容量は、接続されたけードディスクドライブの整数倍となりまず。 

• RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライプに対して同じデータを記録する方まです。このちまを「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときじ同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使巧中に片方の八ードディスクドライブが巧障してわもう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができまず。 

H-O • データを2台の A- ドディスクドライプへ同時に U- ド/ライトしているため、単体ディ 
スクに比べてディスクアクセス性能は装りまず。 

• アレイの論理容量は、接続されたけードディスクドライブ1台と同じとなりまず。 


八ードディスクドライブの取り付け 


本体に2台の SATA 八ードディスクドライブを取りがけてください。取り付け手順について 
は、120ページを参照してください。 

I M-O 取り付ける2台のけードディスクドライブは同じ回転速度のらのを使用してください。ま 
た、 RAID 1を構藥ずる場合は、同じ容量の A- ドディスクドライプを使用ずることをお勧 
めしまず。 
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BIOS ユーテイリテイを使用した RAID のち効化 


取り付けた2台の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、2台1おで 
構築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 B の S セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設定があ要となります。 

I ; 出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をされています。 

rEvTi 

次の手順で B の S セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1 . 团 0 S セットアップユーティリティを起動する。 

詳し< は，136ページを参照して < ださい。 

2. 「 AcK / anced 」 メニューから rSATA RAID Enable 」 の設をを 「 Enable 」 じ変ちずる。 



3. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を違巧して，設を内容を保存し，己 IOS セットアップ 
ユーティリティを終了ずる。 

W 上で完了です。設をを変更後、本装置を起動するたびに POST の画励こ RAID ドライブの設 
定および変更をするためのユーティリティ 「Array Configuration Utility ( ACU )」 の起動をイ足 
すメ 、ソセー ジが表示されます。 


Press <Ctrl><A> for Adaptec RAID Configuration Utility 


'必要に応じてユーティリティを起動して、設をしてください。詳しくはこの後の説明を参照 
してください。 
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Array Configuration Utility ( ACU ) を使つた RAID の插 


ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動する 「Array Configuration Utility 
( ACU )」 を使用した RAID の構築手順について説明します。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 

一 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している日の S の設を変 
巧立巧]ちを完了していることをお認してください。 

1. DianaScope をインストールした管理 PC のセットアップをする。 

本装置と通信できるセットアップが'必要でず。詳しくは EXPRESS 己 UILDER CD - ROM 巧のオン 
ラインドキュメントを参照してください。 

己.本を置を起動する。 

3. 管理 PC のディスプレイ装置の画面にホのメッセージが表示されたら， < Ctrl > キーと < A > キーを巧 
す。 

Press <Ctrl><A> for Adaptec RAID Configuration Utility 


~ 励 

デイスプレイ装置の面面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合は、本装置の電源 
ON 後、3〜5秒くらい経ってから <Ctrl> キーと <A> キーを巧してみてくださし、。 

しばらくするとメインメニューが表示されまず。 




RAID の構藥や蛮更-削除を 
する 


RAID ドライフの□-レペルフォーマツトやベリファイ 
をする 
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RAID の構築 


次の手順に従つて RAID を構築しまず。 


— "〇 • しりたん RAID を構築してしまったドライブの属性(手順 GW 降に示ず設定内容)を変更 
胃 頁 は変更できません。 フォー マットしてやり直してくだをい。 

• RAID を構築ずる前に RAID ドライブを構成ずる八ードディスクドライプの物理 フォー 
マッ トをしてください。物理 フォーマッ トについては 「Disk U 川 ities の使用 J (17 日 
ページ)を参照してください。 


1. ACU を起動ずる。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration Utility 」 を選び、 
く Enter 〉 キーを押す。 




4. RAID を構築する2台の八ードディスクドライブをリストから選び、 < lnser わキーを押す。 

く Inser わキーを押すと、ち側の 「Selected Drives 」 リストに追加されます。削除したい場合は、左 
側のリストか5八ードディスクドライプを選択し、 < Delete > キーを巧すと削除され、ち側のリス 
卜か6消えまず。 



• L 画 

• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コネクタに接続する 
ことができます。 RAID を構集するために'必要なハードディスクドライブは2台な上です。し 
たがって、リストに表示されている2台の"ードディスクドライブを選がしてください。 

• リストに表示されている/ N - ドディスクドライブをがグレイに表示されているものは、ほ用 
できるディスク領 i 或がないものか、イニシャライズされていないハードディスクドライブで 
あることを示します。 < Esc > キーを致回巧してこのメニューをいったん終了して、この後の 
説明にある「" ー ドディスクドライブのイニシャライズ (1 74ぺージ)」を参照してくださし、。 














































己. < Ente 「> キーを押す。 


RAID の詳細設定を巧う 「Array Prope け ies 」 画面か表示されまず。 


6. カーソルキーで RAID レベルを選択し、 く Enter > キーを 押す。 

選択できる RAID レベルは RAID 0 (ストライピング）と RAID 1 (ミラーリング）のいずれかでず。 



Array Size 
S t n p e Size 


Create RAID via 


223.500 GB 


作成ずる RAID ドライブのボリュームラべルをを入力し、 < Ente 「> キーを押す。 



8. < RAID 0 を選択した塌合のみ> 

ストライプサイズを 16 K 巨、または 32 KB 、 目 4 K 目(初期設定)か6選択し、 < Ente 「> キーを押す。 


，:一四 

ストライプサイズは、初期設をの目 4KB を遇がすることをお勤めします。 
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江 「Create RAID via 」 で RAID ドライブの作成ちまを選択し， < Enter > キーを押ず。 



「Create RAID via 」 では， RAID レベル (Array Type ) との組み合わせでさまざまな RAID ドラ 
イブの作成方法を指定することができまず。詳細を下表に示しまず。 


RAID レベル 

Create 
RAID via の 
選択肢 

作成方法 

RAID 0 (本装置ではサ 
ポートしていません） 

No Init 

新規で RAIDO ドライブを作成しまず。 

RAID 0 (本装置ではサ 
ポートしていません） 

Migrate 

デー女が保存されている既存のドライブに対して新規ドライ 
ブを追力□するマイグレーション（移行）をします。 

RAID 1 (本装置ではサ 
ポートしていません） 

Build 

デー女が保存されている既存のドライプの内容を新規ドライ 
ブじコピーし、 RAID 1 ドライブを作成します。 

RAID 1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1 ドライブを作成し 
まず。 

RAID 1 

Quick Init 

新規で RAID 1 ドライプを卻座に作成します。 





• RAIDO は本装置ではサボートしていません。 

• 本装置では、 RAID 1 ①己 uild オプションをサボートしていません。 


グ • 既をの RAID ドライブに新規ドライブを追力□する場合は，あらかじめお規ドライブ巧の 
データのパックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID 1 ドライブの作成中，その処理を中断すると、 ACU を使って処 a を 
再開させることはできません。 

• Quick Init で RAID 1 ドライブを作成すると，その後の整合性チェック （Consistency 
Check ) で不整合を通巧される場合がありますが， ハー ドディスクドライブの故障や 
RAID ドライブの構築を失敗したわけではありません。 


10 .「Source Drive 」 を違択して， < Enter > キーを押す。 
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11. すべての設定を完了した 6,「 Done 」 を選巧して、 < Ente りキーを押す 
RAID の作成処理が始まりまず。完了までしば6<お待ちください。 



ディスクアレイの管理 

オプションメニューか Array Configuration Utility 」 を達がして表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を達択すると、 RAID ドライブの設を(属性)情報のお認や RAID ドライ 
ブ（アレイ）の削除をすることができます。 



• アレイ情報の確認 

Main Menu で 「 Man 明 e Arrays 」 を違択し、 < Enter > キーを押すとアレイを構築している 
RAID ドライブの一覧が表示されます。 

RAID ドライブを違択し、 < Enter > キーを押してください。違択した RAID ドライブじ関す 
るプ□パティダイア□グボックスが表示されます。このプ□パティダイア□グボックス 
には RAID ドライプを構成している物理八ードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


173 



























• アレイの削除 

I n-O アレイを削除ずる前に RAID ドライブ巧の大切なデータをバックアップしてくださし1。削除 

を実行ずるとずべてのデータを消失しまず。また、消失したデータを復帰（リストア）させ 
ることはでさません。 

メイン^ニュー TTManage Arrays 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すとアレイを構築して 
いる RAID ドライブの一覧が表示されます。じ(降の削除手順を]:>(下に示します。 

1. 削除ずる RAID ドライブを選択し、 < Delete > キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter > キーを巧す。 



削除についての警告メッセージが表示されまず。 

• L 画 

表示メッセージの内容や觀は RAID レベルによって異なります。 

3. 「 Yes 」 を選択ずる。 

アレイやパーティションが削除されまず。「 N 0」を選択ずると1つ前の画面に戻りまず。 

4. く[5〇キーを押して1つ前の画面じ戻る。 


J \- ドディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成ずるためには八ードディスクドライブがイニシャライズされていなけ 
ればなりません(イニシャライズされていない八ードディスクドライブは、 RAID ドライブを 
構築するドライブの違択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されま 
ず)。 

M -0 • イニシャライズを実行ずると A - ドディスクドライブ上のバーティシ ヨン テーカレを上 

書きし、データを書を込めない状態にしまず。 

• アレイとして使用していた A - ドディスクドライブをイニシャライズずると、再び元の 
アレイに戻ずことはでさません。 

• 起動ドライブとして使用している RAIDO ドライプを構成ずる A - ドディスクドライブ 
をイニシャライズずるとシステムび起動できなくなりまず。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 


1. ACU を起動する。 
















2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6 rA「「ay Configuration Utility 」 を選ひ、 
< Ente 「> キーを押ず。 



3. メインメニューから 「Initialize Drives 」 を選択し、く Ente 「> キーを押す。 



4. カーソルキーを使ってリストか6イニシャライズをずる八ードディスクドライブを選び、 
<lnsert> キーを押す。 

已.もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択ずる。 

6. く Ente「> キーを押ず。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズする八ードディスクドライブを正しく選択してい 
ることを確認し、く Y > キーを巧してイニシャライズを続ける。 


Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、八ードディスクド 
ライブの□-レベルフォーマツトやベリファイをする場合に使用するメニューです。 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （169 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューから 「Disk Utilities 」 を選び、く Ente 「> キーを押す。 
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迁目的の八ードディスクドライブを選択し、 < Enter > キーを押ず。 




— Format Disk 

直ちに対象としている八ードディスクドライブを□-レベルでフォーマットします（ゼ□埋め 
込み)。購入時の SATA 八ードディスクドライブは工場出荷時に□ーレベルでフォーマット;斉 
みですが， RAID を構成する八ードディスクドライブは、 RAID を構築する前にこのオプション 
を使ってフォーマツトをしてください。 


に- 




I マッ 

I てく 


レベルフ オーマツ トは八 ー ドディスクドライブ巧のずべてのデータを消去しまず。 フオー 
マツトを実巧ずる前にノ V — ドディスクドライブ内にある大切なデータのバックアップをとつ 
てぐださい。 


— Verify Disk Media 

八ードディスクドライブ内のメディア不良を檢出しまず。 
























